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原町本店
〒975-0003
南相馬市原町区栄町2-83
TEL：0244-24-2929

いわき店
〒970-8026
いわき市平三倉69-8 第2地産ﾋﾞﾙ1F
TEL：0246-85-5298

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

いよいよ２０２４年の幕開けとなりました！ここ数年は、コロナウイルス
や物価高騰、そして戦争など大変ネガティブなニュースが多く気持ちも沈みがちで

したが、今年こそは明るい年にしたいですね。今年も着物好きなみなさんと共に楽
しく１年過ごせますように、スタッフ一同全力で取り組んで参ります。ワークショップ
や体験会などもどんどん計画していきますので、こまめに「着mono通信」をチェック

してください！また、InstagramやFacebook、X（旧Twitter）での発信もしています。
そちらもぜひフォローしてご覧ください。

本年も原町本店・いわき店ともに、どうぞよろしくお願いいたします！

＜ ちょっとしたパーティー開催します！！ ＞

みなさまが一度は耳にしたことがある「ちょっとしたパーティー」ですが、一体どこでやっている

のかしら？とお思いの方も少なくはありません。着物にはフォーマルからカジュアルまで様々な
ものがあり、どんな時にどういったものを着たらいいのか悩みますよね。そこで、呉服業界の人

がよく使うのが「ちょっとしたパーティー」なんです。でも実際にやっているのを見たことも聞いた
こともない！そこで、よろづ屋では実際に「ちょっとしたパーティー」を開催してみようという運び
となりました。ドレスコードはもちろん「着物」ですが、何をお召しになっても構いません。自分が

着たい着物で、やってみたいコーディネートでご参加ください！いわき店のお客様もぜひぜひご
参加ください！みなさんと着物姿で楽しいひと時を過ごしたいと思います！

みなさまのご
参加お待ちし
てます！！

〜 よろづ屋主催 ちょっとしたパーティー 〜

日時：２０２４年２月１１日（日）

午前１１時〜午後２時頃まで

場所：ホテル丸屋グランデ（原ノ町駅前）

南相馬市原町区旭町２丁目２８

会費：お一人様 9,000円（お食事代・お土産付き）
お申し込み：１月３１日まで 原町本店にお電話でお申し込みください



＜ 藍染体験会開催しました！ ＞

＜きもの語 辞典＞ くの巻

今⽉のおススメ商品は、⾷品事業部より新⼊荷し
た「りんごジャムサンド」です。なかなかにレトロ
なパッケージなので、パッと⾒た⽬は「本当に美味
しいの？」と思われるはず。しかし、⾒た⽬じゃな
いんです！騙されたと思って⼀⼝⾷べると、もう⽌
まらないじゃないですか！⽢すぎないりんごジャム
とちょっと塩気のあるビスケットが程よくマッチし
て、
なんとも懐かしい…そう！昭和のあの頃の素朴な味
わいなのです。この商品は、東京都の⾜⽴区にある
菓⼦メーカーが戦前から変わらぬ味で販売していて、
りんごジャムは今でも毎⽇社⻑⾃らが⼿作りしてい
るそうです。味の保証は間違いなしです！⽢いもの
⼤好き、お菓⼦⼤好きの⼥将が、毎⽇⾷べても飽き
ないくらいハマってます。パッケージより中⾝で勝
負！お店で試⾷もできますので、まずは⼀⼝⾷べて
みてください！ハマっちゃいますよ！

・・・⼥将のつぶやき・・・・
11⽉19⽇にスタッフみんなで会津⽅⾯に⽇帰りでお蕎⻨を⾷べに⾏きました。
昨年いわき店で開催した「ゑびす⾜袋のお⾒⽴て会」に⼭都町からいらっしゃっ
たお客様がお蕎⻨屋ということで、これもご縁と⼭都町の「蕎⻨カフェ茶房千」
さんへお伺いしました。最⾼に美味しい新蕎⻨と天ぷらでした！道中、「新宮熊
野神社」に⽴ち寄ったところ、⼤銀杏が丁度⾊づいていて素晴らしかった！⼤銀
杏の前で集合写真を撮ろうと悪戦苦闘していたところ、お声をかけて下さった⽅
にこんなに良い写真を撮って頂きました。あとで気づいたのですが、写真を撮っ
て下さった⽅はペンギンナッツの中村さんでした（笑）

11⽉24⽇（⾦）に原町本店において、藍染体験会を開催しました。南相⾺市⿅島区の藍
染作家・林万妃江さんにご指導いただき、板締めでオリジナルの⼿拭いを作りました。

着物に関して、わからない言葉や知りたい言葉など

たくさんあると思います。専門用語が飛び交う中
で？？に思うことも多々ありますよね。そんな着物に
まつわる言葉を集めて簡単にご紹介していくコーナー
です。

＜括り（くくり）＞染の技法の一つで、麻糸や綿糸、ビニー
ル紐などを用い、必要な部分を括って防染する染色方法。織る前の
絣になる部分や、布の絞る部分などを括ってから染めの作業に入り
ます。

＜鯨尺（くじらじゃく）＞着物の寸法を測る物差しのこ
と。鯨の髭から作ったことによる名称ですが、実際には竹製などで
す。ちなみに大工さんが使う曲尺という物差しも尺、寸、分を使い
ますが寸法の長さは違うので注意です。和裁では鯨尺を使うので、
自分の着物の寸法だけでも知っておくと良いでしょう。

＜黒紋付（くろもんつき）＞黒無地に紋を付けた着物や
羽織のこと。五つ紋の黒紋付は単に喪服としてのイメージが強いで
すが、本来は既婚・未婚を問わず第一礼装になります。金糸銀糸使
いの華やかな袋帯や小物を合わせれば祝い着に、黒い喪帯と小物を
合わせれば喪服に、慶弔両方に着られます。男性の第一礼装も黒紋
付に羽織袴を合わせます。

今⽉のおススメ！

＜りんごジャムサンド＞
３５０円（税込）

始めに生地を折りたたんでいきます。たた
み方が意外にも難しくて、長方形を最終的
に三角形にしていきました。それぞれに作
りたい柄になるように板でしっかりと固定し
ます。板の所は染まらないので、板締めの
場所によって柄が決まります。
布が動かないように、板をしっかりと固定し
なければならないので、輪ゴムで何度も止
めてから、いよいよ染めます。

ぶくぶくと醗酵している藍の染料に浸
してよく布に染み込ませていきます。
しばらくの間浸したら、今度は何分間
か空気に晒します。そしてまた、藍の
染料に染み込ませて、空気に晒して
の作業を３回ほど繰り返しました。染
料の中では黒っぽく見えたのですが、
空気に晒すと緑色だったり青だった
りとみるみる色が変わって不思議で
した。最後の仕上げは、板を外して水でよくすすいで洗いました。広げてみると、素敵

な柄ができていて、みなさん大満足のご様子でした。藍染の工程がわかり、その
大変さも理解できた良い機会となりました。万妃江先生の的確な指示で初めて
でも楽しく体験することができました。


